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平
成
1
1
年
度
財
政
公
表

こ
わ
が

畿
t
結
畠
・
｀
で
す

　

平成11年度会計の決算がまとまりま

した。「市の財政」というと親しみにく

いかもしれませんが、皆さんの暮らし

と密接にかかわりがあります。納めら

れた税金がどのように使われたのか、

その概要をお知らせします。

一般会計

歳
入

　

歳
入
総
額
は
百
八
十
八
億
五
百

八
十
三
万
六
千
円
（
前
年
度
比

八
・
八
％
増
）
。

　

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
前
年
同
様
に

地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
三
〇
・

三
％
で
す
。
こ
の
地
方
交
付
税
は

自
主
財
源
が
乏
し
い
自
治
体
に
対

し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

自
主
財
源
の
大
黒
柱
で
あ
る
市

税
は
、
二
I
・
四
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
市
税
の
中
心
で
あ
る
市
民

税
と
固
定
資
産
税
は
、
前
年
度
に

比
べ
固
定
資
産
税
が
増
収
、
市
民

税
が
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
市
の
借
入
金
で
す
。
十

一
年
度
末
の
市
債
（
一
般
会
計
）

現
在
高
は
、
約
百
十
八
億
円
で
す
。

堂本区に完成した、し尿処理施設

市
税
の
内
訳

市民一人当たりの市税負担額　　　　　

98，42O円（97．982円）O内，ょ前年度

市民税

塔昌ニ1

固定資産税

46，675円
（45，587円）

軽自動車税

1，611円
（1，574円）

たばこ税

5，282円

（5，101円）

都市計画税　

3，941円

（3，844円）

入特
湯別
税土　　

地　
　保　　

有　
　税

6円

（13円）

（406．643円）（）内は前年度

商工費

18，074円
（13，134円）

公債費

34，413円（
34，791円）

消防費

13，005円

（13，285円）

その他　

議会費　

労働費　

災害　
復旧費

29，692円（
20，331円）



4月にオープンした健康保養施設・あっ宝んど

歳
出

　

歳
出
は
、
百
八
十
億
四
千
八
百

九
十
一
万
七
f
円
（
前
年
度
比

八
・
三
％
増
）
で
す
。

　

目
的
別
決
算
は
事
蛮

量
に
よ
り
、
毎
年
、
金
額
が
変
わ

り
ま
す
。
衛
生
費
は
、
し
尿
処
理

施
設
や
健
康
保
養
施
設
の
整
備
な

ど
で
大
幅
に
増
額
、
ま
た
商
工
費

で
は
、
観
光
拠
点
施
設
「
平
成
大

野
屋
」
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

目
的
別
決
算
額

目
的
別
決
算

　

衛
生
費
（
二
I
・
三
％
）
、
民

生
費
（
一
七
●
八
％
）
、
土
木
費

（
一
一
・
四
％
）
、
総
務
費
（
一

〇
・
一
％
）
な
ど
が
上
位

性
質
別
決
算

　

投
資
的
経
費
と
な
る
建
設
事
業

費
が
最
も
大
き
く
三
二
・
二
％
。

以
下
、
人
件
費
（
一
六
・
七
％
）
、

扶
助
費
（
一
〇
・
六
％
）
、
物
件

費
（
一
〇
・
五
）
％
な
ど
が
上
位

主な建設事業の決算額

◆北部第三土地区画整理受託事業

　　　　　　　　　　　　

（土木費）

　

………………1億6，846万9千円

◆天然記念物整備活用事業（教育費）

　

………………1億2，193万1千円

◆市単独道路整備事業（土木費）

　

………………2億2．075万4千円

◆健康保養施設整備事業（衛生費）

　

………………14億5．198万円

◆し尿処理施設整備事業（衛生費）

　

………………9億2，537万6千円

◆観光拠点施設整備事業（商工費）

　

………………2億2．007万4千円

歳出を市民－人当たりに換算すると441，975円

衛生費

93，889円

（68．516円）

教育費

44，280円

（39，905円）

誹水産隷

34，988円

（41，513円）

土木費

50，383円

（56、532円）

民生費

78，624円

（66，729円）

総務費

44，627円
（51，907）

企業会計決算額
水道事業

収益的

収支

歳入1億1，851万5千円

歳出1億1，851万5千円

差引O円

資本的

収支

歳入4．747万7千円

歳出5，171万1千円

差引△369万4千円

（不足額は、留保資金で補てん）

特別会計決算額
国民健康保険事業

歳入25億9，513万円
歳出24億5，304万9千円
差引1億4，208万1千円

老人保健事業

歳入48億7，372万1千円
歳出48億7．348万7千円
差引234千円

簡易水道事業

歳入5，363万4千円

歳出4，081万3千円

差引1，282万1ニF円

農業集落排水事業

歳入8億8，839万8千円
歳出8億7，508万1千円
差引1，331万7千円

下水道事業

歳入11億936万7千円
歳出11億936万7千円
差引O円
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工
皿四

今
、
子
ど
も
た
ち
に

大
野
″
大
人
気

　

春
や
秋
の
遠
足
シ
ー
ズ
ン
。
御
清
水
や
寺
町
な
ど
で
、

グ
ル
ー
プ
で
歩
く
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
っ
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
遠
足
や
修
学
旅
行
で

訪
れ
た
人
に
聞
い
た
大
野
の
印
象
を
紹
介
し
ま
す
。

実
際
に
増
淘
て
哨
廓
す

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
五
年
間
の
越

前
大
野
城
・
郷
土
歴
史
館
・
歴
史

民
俗
資
料
館
・
武
家
屋
敷
旧
内
山

家
の
団
体
小
人
（
小
学
生
・
中
学

生
）
の
年
間
人
場
者
数
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　

平
成
六
年
と
平
成
十
年
を
比
べ

る
と
、
約
二
倍
近
く
の
了
ど
も
た

ち
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
（
市
内
の
小
中
学
生

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
）

　

子
ど
も
た
ち
は
大
野
を
見
て
、

ど
の
よ
う
に
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

団体小人年間入場者数



遠
足
i
＾
－
R
a
B
r
i
l
l
U
i
＆
p
た

　

福
井
市
の
福
井
大
学
教
育
地
域

科
学
部
付
属
中
学
校
で
は
、
授
業

の
中
で
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
県
内
の

ま
ち
づ
く
り
を
実
際
に
見
学
し
よ

う
と
、
当
巾
を
遠
足
で
訪
れ
ま
し

た
。
中
学
二
年
生
の
倉
田
教
顕
さ

ん
と
末
永
円
さ
ん
に
話
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

　
　

「
に
寸
町
や
L
間
通
り
、
六
間
通

り
な
ど
を
回
り
ま
し
た
。
話
に
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
本
肖
に
道

路
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て

い
て
驚
き
ま
し
た
。
福
井
市
で
は

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
無
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
落
ち
着
い
た
つ

く
り
の
建
物
が
多
く
て
風
情
が
あ

る
の
も
い
い
で
す
ね
。
ま
ち
の
中

に
落
ち
て
い
る
ご
み
が
少
な
い
こ

と
に
も
感
動
し
ま
し
た
。
き
っ
と

地
域
の
人
た
ち
が
、
。
生
懸
命
に

掃
除
し
て
い
る
ん
で
し
よ
う
ね
。

公
園
に
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い

ご
み
の
、
両
方
の
ご
み
箱
が
置
か

れ
て
い
る
こ
と
に
も
感
心
し
ま
し

た
。
欲
を
言
え
ば
、
ま
ち
の
中
に

ち
ょ
っ
と
し
た
公
園
の
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
大
人
が
楽
し
め
る
だ
け
で

な
く
、
f
ど
も
も
楽
し
め
る
よ
う

な
場
所
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

今
度
は
両
親
と
。
緒
に
、
ゆ
っ
く

り
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

私
た
忿
I
一
良
a
で

　

修
学
旅
行
で
大
野
に
来
た
、
京

都
市
藤
ノ
森
小
学
校
の
六
年
生
に

も
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
　

「
最
初
に
亀
山
を
登
っ
て
大
野

城
に
行
き
ま
し
た
。
次
に
行
っ
た

武
家
屋
敷
は
、
部
屋
と
部
屋
を
つ

な
ぐ
つ
く
り
が
変
わ
っ
て
い
て
面

白
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ち
を
歩

い
て
い
る
と
、
あ
ち
こ
ち
に
道
案

内
の
看
板
が
あ
っ
て
、
次
に
行
く

場
所
が
探
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

あ
ま
り
高
い
建
物
が
無
く
、
木
で

で
き
た
建
物
が
多
い
せ
い
か
落
ち

着
き
の
あ
る
ま
ち
だ
な
と
思
い
ま

し
た
」
と
福
＃
f
晶
さ
ん
。

　

村
田
弥
恵
さ
ん
は
「
私
は
水
の

こ
と
を
テ
ー
マ
に
歩
き
ま
し
た
。

御
清
水
の
近
所
に
住
ん
で
い
る
お

じ
さ
ん
が
、
親
切
に
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
京
都
と
違
っ
て

自
分
の
足
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を

回
れ
る
の
で
、
と
て
も
面
白
か
っ

た
で
す
」
と
大
野
を
満
喫
。
二
人

と
も
「
時
間
が
足
り
な
く
て
回
れ

な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、
ま
た
ゆ
っ

く
り
と
見
に
来
た
い
」
と
気
に
入

っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

先
生
に
I
u
‘
…
i
‘
ぞ
た

　

松
井
栄
治
校
長
先
生
と
学
年
主

任
の
成
瀬
龍
夫
先
生
に
、
修
学
旅

行
を
大
野
で
行
う
理
由
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

　
　

「
修
学
旅
行
で
来
る
よ
う
に
な

っ
て
九
年
に
な
り
ま
す
。
豊
か
な

自
然
を
体
験
す
る
六
呂
師
高
原
で

の
自
然
教
室
や
経
ヶ
岳
登
山
、
歴

史
や
文
化
を
学
ぶ
ま
ち
な
か
散
策

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
内
容
で
学
べ

る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
自
由
行
動
す
る
と
き
も
、
交

通
量
が
そ
ん
な
に
多
く
な
い
の
で

安
心
。
亀
山
を
中
心
に
名
所
や
旧

跡
が
集
ま
っ
て
い
る
の
も
う
れ
し

い
で
す
ね
。
子
ど
も
が
自
分
の
足

で
回
れ
る
と
こ
ろ
が
い
い
ん
で
す

よ
。
市
街
地
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

に
あ
る
観
光
案
内
の
看
板
や
、
無

料
で
使
え
る
休
憩
所
な
ど
も
、
も

の
す
ご
く
助
か
り
ま
す
。
ま
た
、

地
元
の
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
る
の

も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
す
。
道
を

尋
ね
て
も
親
切
に
教
え
て
く
れ
る

人
ば
か
り
で
安
心
で
す
よ
」

　

自
動
車
に
乗
っ
て
い
る
と
な
か

な
か
気
づ
か
な
い
よ
う
な
看
板
。

歩
い
て
回
る
人
に
は
と
て
も
好
評

な
よ
う
で
す
。
ま
た
地
域
の
人
と

の
ふ
れ
あ
い
も
、
も
の
す
ご
く
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
大
野
の
素
朴
で

良
い
と
こ
ろ
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
た
い
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
も
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
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⑤めます、

　

2■｜世紀を担う若し力 市職員・消防職員募集

　

大
野
市
と
大
野
地
区
消
防

本
部
で
は
、
来
年
四
月
採
用

の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

市
職
員

一
般
採
用

採
用
予
定
人
員
【
一
般
職
】
事

　

務
＝
6
人
程
度
？
技
術
＝
土
木

　

I
人
程
度
・
保
育
±
1
人
程

　

度
・
栄
養
士
I
人
程
度
「
業
務

　

職
」
環
境
員
＝
2
人
程
度

受
験
資
格
【
一
般
職
】
い
ず
れ

　

も
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　

す
る
人
、
保
育
士
・
栄
養
士
は

　

当
該
資
格
・
免
許
の
取
得
者
ま

　

た
は
平
成
1
3
年
3
月
3
1
日
ま
で

　

に
取
得
見
込
み
の
人
（
事
務
・

　

土
木
・
保
育
士
）
昭
和
5
1
年
4

　

月
2
日
か
ら
昭
和
5
8
年
4
月
1

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
栄
養

　

士
）
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
か
ら

　

昭
和
5
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人
【
業
務
職
】
昭
和
4
5

　

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
8
年
4

　

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
『
次
』
教
養
試

　

験
・
適
性
検
査
・
作
文
試
験
＝

　

9
月
1
7
日
2
大
野
高
校
【
二
次
】

　

日
述
試
験
・
健
康
診
査
＝
m
一
月

　

2
9
日
2
市
役
所

申
込
受
付
期
間
8
月
1
日
㈹
～

　

2
1
日
2
（
当
日
の
消
印
有
効
）

社
会
人
採
用

採
用
予
定
人
員
【
一
般
職
】
事

　

務
＝
1
人
程
度
？
技
術
＝
土
木

　

1
人
程
度

受
験
資
格
就
業
歴
が
平
成
1
3
年

　

3
月
末
で
5
年
以
上
あ
る
昭
和

　

4
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1
年

　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
［
審
査
］
作
文
審

　

査
＝
受
験
申
し
込
み
時
に
「
社

　

会
人
採
用
試
験
の
応
募
に
際
し

　

て
」
の
課
題
で
提
出
「
試
験
」

　

適
性
検
査
・
作
文
試
験
・
口
述

　

試
験
・
健
康
診
査
＝
m
一
月
2
2
日

　

⑩
市
役
所

申
込
受
付
期
間
8
月
1
日
両
～

　

9
月
1
4
日
2
（
当
日
の
消
印
有

　

効
）

申
し
込
み
手
続
き

申
込
書
の
請
求
直
接
、
市
総
務

　

部
総
務
課
職
員
係
へ
。
郵
便
の

　

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
2
2

　

職
試
験
申
込
書
請
求
」
ま
た
は

　

「
社
会
人
採
用
試
験
申
込
書
請

　

求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を

　

明
記
し
た
も
の
を
添
え
て
1
2

　

0
円
切
手
を
同
封
の
う
え
請
求

申
し
込
み
方
法
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
明
記
の
う
え
、
写
真
を

　

は
り
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
〒
9
1
2
－
8
6
6

　

6
福
井
県
大
野
市
天
神
町
1
1

1
大
野
市
役
所
総
務
部
総
務
課

職
員
係
【
a
0
7
7
9
・
6
6
・

1
1
1
1
内
線
り
乙
9
ハ
】
Q
j
）

消
防
職
員

採
用
予
定
人
員
消
防
吏
員
I
人

受
験
資
格
高
校
卒
業
程
度
の
学

　

力
を
有
す
る
人
で
昭
和
5
0
年
4

　

月
2
日
か
ら
昭
和
5
8
年
4
月
1

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

試
験
日
程
二
次
］
教
養
試

　

験
・
消
防
適
性
検
査
・
作
文
試

　

験
＝
9
月
1
7
日
2
大
野
高
校

　

［
二
次
］
口
述
試
験
・
身
体
検

　

査
・
体
力
検
査
＝
m
一
月
2
1
日
①

　

大
野
地
区
消
防
本
部

申
込
受
付
期
間
8
月
1
日
汚
～

　

2
1
日
2
（
当
日
の
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求
直
接
、
大
野
地

　

区
消
防
本
部
総
務
課
へ
。
郵
便

　

の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職

　

員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

　

朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

　

た
も
の
を
添
え
て
1
2
0
円
切

　

手
を
同
封
の
う
え
請
求

申
し
込
み
方
法
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
明
記
の
う
え
、
写
真
を

　

は
り
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
〒
9
1
2
－
0
0
8

　

4
福
井
県
大
野
市
天
神
町
7
－

　

1
4
大
野
地
区
消
防
本
部
総
務
課

　

（
a
0
7
7
八
‥
j
・
6
6
・
0
1
1

　

9
内
線
2
2
2
）

…
…
‐
‐
―
―
‐
f
‐
―
‘
l
i
i
E
j
‐
『
l
・
1
1
1
j
l
1
1
－
・
l
i
j
i
‘
l
l
’
1
1
1
1
J
1
ま
1
1
1
1
新
訃
魁

落
匹

’

ミ

縦
谷
言
厘

佐々木一郎

　　　

新会長

　

六
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な

っ
た
市
農
業
委
員
会
の
新
し
い
陣

容
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
六
月
四
日
に

告
示
さ
れ
た
選
挙
で
無
投
票
当
選

と
な
っ
た
二
十
人
に
、
市
議
会
推

薦
の
三
人
と
農
協
推
薦
一
人
を
合

わ
せ
た
二
十
四
人
か
ら
な
り
、
任

期
は
三
年
で
す
。

　

七
月
上
二
日
に
開
か
れ
た
総
会

で
、
会
長
に
佐
々
木
一
郎
さ
ん
が
I

会
長
職
務
代
理
者
に
は
山
本
鍼
夫

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
農
政
委

員
会
委
員
長
に
は
権
守
柴
一
さ

ん
、
同
副
委
員
長
に
は
土
本
け
い

子
さ
ん
が
、
農
地
委
員
会
委
員
長

に
は
山
本
治
一
郎
さ
ん
、
同
副
委

員
長
に
は
林
正
之
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
農
業
委
員
（
敬
称
略
・
5
0
音
順
）

◆
第
一
選
挙
区

　
　
　
　

（
大
野
・
下
庄
・
乾
側
）

宇
野
正
幸
（
5
1
歳
・
友
江
）

馬
道
一
郎
（
6
9
歳
・
太
田
）

西
川
長
一
（
7
8
歳
・
泉
町
）

松
田
務
（
6
2
歳
・
中
野
）

村
中
正
男
（
6
8
歳
・
横
枕
）

山
本
鍼
夫
（
5
9
歳
・
牛
ヶ
原
）

◆
第
二
選
挙
区

　
　
　
　
　
　
　

（
小
山
・
上
庄
）

穴
田
輿
志
則
（
5
6
歳
・
木
本
）

石
川
市
郎
（
6
7
歳
・
稲
郷
）

権
守
柴
一
（
5
7
歳
・
平
渾
領
家
）

斉
藤
總
】
郎
（
5
3
歳
・
中
据
）

畑
中
正
頼
（
6
0
歳
・
上
黒
谷
）

三
浦
慶
昭
（
5
6
歳
・
森
政
領
家
）

山
本
治
一
郎
（
6
9
歳
・
上
舌
）

◆
第
三
選
挙
区

　
　
　
　

（
富
田
・
阪
谷
・
五
箇
）

風
林
紀
一
郎
（
5
9
歳
・
伏
石
）

佐
々
木
一
郎
（
6
6
歳
・
木
落
）

辻
生
雄
（
6
5
歳
・
橋
爪
）

林
正
之
（
4
8
歳
・
田
野
）

松
田
市
郎
右
工
口

　
　
　
　
　
　

（
6
7
歳
・
森
目
）

山
口
I
（
4
8
歳
・
七
板
）

山
腰
文
雄
（
5
8
歳
・
花
房
）

◆
市
議
会
推
薦

石
田
幸
子
（
6
0
歳
・
下
麻
生
嶋
）

土
本
け
い
子
（
5
1
歳
・
庄
林
）

長
田
泰
子
（
5
3
歳
・
中
据
）

◆
農
協
推
薦

常
見
卓
典
（
6
5
歳
・
土
打
）



エキサイティング

スポーツ

情’X報

B
＆
G
水
泳
大
会

　
　
　
　

参
加
者
募
集

市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

日
時
9
月
3
日
面
午
前
9
時
～

場
所
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

　

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
板
キ
ッ
ク

参
加
料
4
5
0
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日
8
月
2
9
日
囚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
容
6
4

　

・
1
3
1
1
）

第
3
3
回
大
野
サ
ッ
カ
ー
大
会

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

日
時
8
月
1
6
日
囚
午
後
5
時
～

　

2
0
日
⑥

場
所
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
奥
越

　

ふ
れ
あ
い
公
園

資
格
人
野
市
・
勝
山
市
・
和
泉

　

村
の
一
般
お
よ
び
高
校
生
チ
ー

　

ム
、
協
会
お
よ
び
高
校
の
監
督

　

が
認
め
た
チ
ー
ム

参
加
料
．
般
1
0
0
0
0
円
、

　

高
校
・
大
学
5
0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
1
0
日
米

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

松
井
憲
公
さ
ん
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
4
）

市
民
ソ
フ
ト

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
鴎
9
月
3
日
㈲
午
前
8
時
～

場
所
巾
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
。
般
女
7
・
シ
ル
バ
ー

資
格
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

　

し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
バ
レ

　

ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録
者
・
大
学

　

生
・
高
校
生
は
出
場
で
き
な
い

参
加
料
I
チ
ー
ム
ー
0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
1
8
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事

　

務
局
・
井
上
美
紀
さ
ん
（
豊
6
6

　

・
0
6
7
7
）

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時
9
月
1
7
日
⑥
午
前
8
時
2
0

　

分
～
（
小
雨
決
行
）

場
所
有
終
南
小
学
校
校
区

対
象
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ

　

の
家
族

参
加
料
1
人
1
0
円
（
当
日
持
参
）

定
員
3
～
6
人
の
グ
ル
ー
プ
で

　

小
・
中
学
生
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ

　

ー
の
部
そ
れ
ぞ
れ
先
着
5
0
組

申
込
締
切
日
9
月
7
日
囚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
L
C
C
O
－
―
）

弓
道
教
室
＆
弓
道
体
験

市
弓
道
連
濁

弓
道
教
室

　

日
時
8
月
2
8
日
⑥
～
9
月
2
8

　
　

日
車
ま
で
の
月
・
木
曜
日

　
　

（
計
1
0
回
）
午
後
7
時
3
0
分

　
　

～
9
時

　

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

　

費
用
2
0
0
0
円

弓
道
体
験

　

日
時
8
月
2
4
日
④
～
2
6
日
①

　
　
　
　

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　

費
用
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
誠
一
さ
ん
（
容
6
6
・
3
7

　

3
7
）

．
市
小
学
生
・
中
学
生

相
撲
選
手
権
大
会

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
芦

　

第
1
4
回
市
小
学
生
相
撲
選
手
権

大
会
と
、
第
6
回
中
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
8
月
1
2
日
①
午
前
9
時
～

場
所
石
灯
龍
通
り
特
設
相
撲
場

第
U
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果

擢
票
率
。
過
去
最
低
皿
i
l
％

　

第
四
十
二
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
が
六
月

一
一
十
五
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
の
投
票
率
は
、
衆
議

院
議
員
選
挙
の
小
選
挙
区
が

六
七
・
三
二
％
、
比
例
区
が

六
七
・
二
八
％
、
最
高
裁
国

民
審
査
は
六
五
・
九
七
％
で

し
た
。

　

衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
の

投
票
率
は
、
過
去
最
低
だ
っ

た
前
回
の
平
成
八
年
に
比
べ

て
四
・
〇
五
％
の
減
と
な
り
、

今
ま
で
で
最
低
と
な
り
ま
し

た
。

　

小
選
挙
区
の
結
果
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

選挙の記録と候補者別得票数

C）当日の有権者数

　

男14，914人女16，773人

　　　　　　

合計31，687人

【小選挙区選出議員選挙】

　

○投票者数と投票率

　　　

男10，231人（68．60％）

　　　

女11，101人（66．18％）

　　　

計21，332人（67．32％）

　

○有効投票20，742票

　

○無効投票590票

［候補者別の得票数］

　

当選牧野隆守98，361票

　　　　　

（大野市分15，052票）

　　　　

京藤啓民36，125票）

　　　　　

（大野市分4，469票）

　　　　

野波栄一郎9，126票

　　　　　

（大野市分1，221票）
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説示

ウォーキング⑤

歩
き
方
の
ク
セ
を
直
し
ま
し
よ
う

　

自
分
で
は
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
歩
き
方
の
ク
セ
。
歩

き
方
に
よ
っ
て
は
、
足
や
腰
に
負
担
の
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
自
分
の
ク
セ
を
知
り
、
意
識
的
に
正
し
い
姿
勢

を
保
つ
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・横揺れ型

体を左右に揺らし、肩を揺

すりながらのしのし歩く。

左右の足の幅が広く、前足

に体重が移動し過ぎ。

頭を動かさないように背筋

を伸ばして歩きましょう。

・ガニ股歩き型

つま先が外に向いたガニ股

でドクドクと歩く。

足の親指のつけ根で地面を

蹴るようにしましょう。

・和服型

内股で歩幅が狭い。後ろ足

の蹴りが弱いので前足のひ

ざが伸びないうちに着地し

てしまう。

視線を遠くにして、大股で

ひざを伸ばし、後ろ足を強

く蹴りだしましょう。

　

歩
き
方
に
は
、
そ
の
人
の
雰
囲

気
や
性
格
、
生
活
の
様
子
ま
で
現

れ
ま
す
。
元
気
よ
く
リ
ズ
ム
を
つ

け
て
歩
く
と
、
気
持
ち
に
も
張
り

が
で
て
く
る
も
の
で
す
。
疲
れ
に

く
く
、
見
た
目
に
も
自
然
で
美
し

い
歩
き
方
は
、
体
に
無
理
が
か
か

ら
ず
、
腰
痛
や
肩
こ
り
な
ど
、
姿

勢
の
悪
さ
か
ら
く
る
体
へ
の
負
担

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
姿
勢
よ
く
リ
ズ
ム
を
つ
け
て

歩
き
ま
し
ょ
う
。

正しい姿勢を意識しましょう

①視線はまっすぐ数メートル先。肩の力を抜いて、

　

背筋を伸ばします。足を腰から出す感じで前へ、

　

腕は自然に振り出します。

②上下、左右に揺れないよう重心は体の中心に、か

　

かとからつま先の順に着地します。

③後ろ足は、指でしっかり地面を蹴るように。

④腰の回転を利用して、足を大きく前に振り出しま

　

す。力を入れずに自然な動きで。歩幅は身長の2

　

分の1程度が理想です。

⑤かかとから着地。足首をやわらかくしならせ、足

　

で地面をつかむような気持ちで踏みしめます。

ちよつと気になる栄養の話

　

暑い暑い夏。気温が高

くなると、あっさりした

ものを…と思う人が多い

のではないでしょうか。

　

食後の2～3時間は体

温が上がり、体から汗が

出やすい状態になります。

肉類の多い食事や、料理をたくさん食べたときな

どは、特にこの傾向が強まります。だから夏にな

ると、体が消化のよい食べ物を欲しがるようにな

るのです。

　

夏に旬を迎える野菜（キュウリ●ナス●トマト

・ピーマンなど）は、利尿作用に優れたものが多

く、体の熱を冷ましてくれる効果があります。ま

た、消化機能を助ける効果もあり、食欲が無くな

りがちなこの時期には最適な食材です。味噌汁を

冷たくしたり、香辛料の効いたものを作ったり、

料理を工夫して夏を乗り切りましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします●保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
匿
お
守
ス

muく花火を1■るためEこ

　

夏
の
身
近
な
風
物
詩
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
。
し
か
し
お
も
ち

ゃ
と
は
い
え
、
花
火
の
原
料
は
火
薬
。
毎
年
多
く
の
や
け
ど
の

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
開
放
的
な
気
分
が
高
ま
る
夏
、
普
段

以
上
に
注
意
が
必
要
で
す
。

知
つ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　

花
火
の
温
度

　

や
け
ど
は
、
皮
膚
が
傷
つ
く

「
深
さ
」
「
広
さ
」
で
程
度
を
表
し

ま
す
が
、
花
火
に
よ
る
や
け
ど
に

は
深
い
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
花
火
の
温
度
は
、
線
香
花
火

で
3
7
0
℃
、
吹
き
出
し
花
火
で

1
1
0
0
℃
以
上
の
温
度
に
な
り

ま
す
。
電
気
ス
ト
ー
ブ
熱
源
の
温

度
が
1
7
1
℃
で
あ
る
こ
と
と
比

べ
る
と
、
い
か
に
温
度
が
高
い
か

が
分
か
り
ま
す
。

子
ど
も
に
多
い
事
故

　

花
火
で
け
が
を
す
る
の
は
子
ど

も
が
多
く
、
そ
の
9
割
が
や
け
ど

で
す
。
や
け
ど
以
外
に
も
「
火
花

や
破
裂
し
た
花
火
の
破
片
が
目
や

口
な
ど
に
入
っ
た
」
「
火
花
で
視

力
が
落
ち
た
」
「
爆
発
音
で
聴
力

が
落
ち
た
」
な
ど
、
ひ
ど
い
も
の

で
は
失
明
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

け
が
を
す
る
と
こ
ろ
は
、
手
が
最

も
多
く
、
ほ
か
に
は
顔
や
足
、
腕

な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

特
に
小
さ
い
子
ど
も
は
、
花
火

が
危
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

花
火
か
ら
出
て
い
る
火
花
を
手
で

つ
ま
も
う
と
し
た
り
、
手
の
ひ
ら

で
受
け
よ
う
と
し
た
り
、
燃
え
終

わ
っ
た
ば
か
り
の
花
火
に
触
ろ
う

と
し
た
り
…
周
り
の
大
人
た
ち

が
、
花
火
が
危
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
き
ち
ん
と
教
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

安
全
に
楽
し
む
た
め
に

　

花
火
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
、

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
遊
び
方
を
よ
く
読
ん
で
、
必
ず

　

守
る

・
手
持
ち
筒
の
も
の
は
、
持
つ
手

　

の
位
置
に
注
意
す
る

・
風
が
強
い
時
は
、
花
火
遊
び
を

　

し
な
い

・
水
を
用
意
す
る

・
子
ど
も
だ
け
で
し
な
い

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火

　

を
つ
け
な
い

・
正
し
い
位
置
に
、
正
し
い
方
法

　

で
点
火
す
る

・
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
歩
か

　

な
い

・
花
火
を
ほ
ぐ
さ
な
い

も
し
も
事
故
が

　

起
き
て
し
ま
っ
た
ら

　

日
本
煙
火
協
会
が
定
め
て
い
る

安
全
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
お
も
ち
や
花
火
が
、
そ

れ
自
体
の
欠
陥
で
消
費
者
に
損
害

を
与
え
た
場
合
、
損
害
賠
償
責
任

保
険
で
賠
償
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

本
人
の
過
失
・
不
注
意
な
ど
使
い

方
に
問
題
の
あ
る
も
の
は
、
賠
償

さ
れ
ま
せ
ん
。
万
が
一
、
事
故
が

起
こ
っ
た
場
合
は
、
次
の
と
こ
ろ

ま
で
連
絡
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
事

故
の
原
因
と
な
っ

た
花
火
は
、
必
ず

保
存
し
て
下
さ
い

（
花
火
を
買
っ
た

店
に
ま
ず
連
絡
）
。

（
社
）
日
本
煙
火
協
会
事
務
局

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
3
1
7
－

9
古
山
ビ
ル
4
F
（
容
0
3
－
3

2
8
1
－
9
8
7
1
）

ご協力ください

　　

買い物袋持参運動

　

スーパーや商店などで買い

物するともらえるレジ袋。な

んと年間15万しもの量が全国

で使われています。

　

ごみを増やさない第一歩、

買い物に出かけるときは、袋

を持つていきましょう。

消費生活に関するご相談は瀧者楸センターへ晋66。1111内線464（UJ



市民吻

：ペー汐

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

がんばれ、がんばれ

（福祉スポーツ大会）

＜；1るーぷ登場 しぐさ踊り保存会

優
雅
な
踊
り
を
い
つ
ま
で
も

　

し
ぐ
さ
踊
り
は
、
江
戸
時
代
か

ら
菖
蒲
池
区
に
伝
わ
る
盆
踊
り

で
、
昭
和
四
ト
六
年
に
巾
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
t
年
ご
ろ
ま
で
は
新

草
踊
り
」
と
呼
ば
れ
、
お
盆
の
夜

に
白
山
神
社
で
踊
ら
れ
て
い
ま
し

た
」
。

　

し
ぐ
さ
踊
り
保
存
会
は
、
現
在

約
。
こ
十
人
で
、
菖
蒲
池
区
の
希
望

者
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
会
を

中
心
に
、
公
民
館
れ
催
の
ド
庄
ま

つ
り
や
巾
の
文
化
祭
な
ど
へ
の
出

演
で
す
。
ま
た
、
数
年
前
に
は
、

伊
勢
神
宮
を
お
参
り
し
、
踊
り
を

奉
納
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　

「
し
ぐ
さ
踊
り
は
、
地
区
に
伝

わ
る
貴
重
な
財
産
。
だ
か
ら
、
菖

蒲
池
区
で
守
り
伝
え
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
も

積
極
的
な
人
が
多
い
の
で
、
何
か

企
画
し
て
も
す
ぐ
に
ま
と
ま
っ
て

く
れ
ま
す
。
み
ん
な
和
気
あ
い
あ

い
と
、
と
て
も
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
よ
」
と
会
長
の

南
部
美
恵
子
さ
ん
。

　

優
雅
で
も
の
静
か
な

振
り
の
踊
り
は
、
今
か

ら
I
百
年
く
ら
い
前

に
、
お
殿
様
の
前
で
披

露
さ
わ
J
御
前
踊
り
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

歌
詞
は
、
川
植
え
の

様
f
や
お
米
の
お
い
し

さ
な
ど
、
踊
り
と
と
も

に
、
m
目
の
農
作
業
や
農

民
の
気
持
ち
を
表
し
了

い
ま
す
。

　

会
‥
貝
の
松
田
さ
ん
も

　
　
1
し
ぐ
さ
踊
り
は
、
い

ろ
い
ろ
な
意
味
で
住
ん

で
い
る
人
た
ち
の
つ
な

が
り
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
み
ん
な
で
踊
り
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

今
年
も
練
習
を
重
ね
、
巾
の
文

化
祭
な
ど
へ
出
演
す
る
予
定
で
す
。

コ・リクトーク

たいt

テーマ～旅する～

『
お
み
や
げ
』

　

旅
先
で
家
族
や
友
人
た
ち
に

　
　
1
何
を
お
L
産
に
買
っ
て
帰
ろ
う

か
」
と
悩
ん
だ
り
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
、

私
た
ち
は
、
お
土
産
を
買
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
紹
介
す
る
本
は
、
そ
ん
な

疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
。
冊
で
す
。

　

民
俗
学
者
で
あ
り
神
主
で
も
あ

る
筆
者
は
、
L
産
と
い
う
言
葉
の

語
源
の
。
つ
が
「
宮
笥
」
（
み
や

け
）
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
ま

す
。
「
宮
笥
」
と
は
、
神
社
に
参

る
と
き
に

持
っ
て
い

っ
た
、
お

供
え
物
を

入
れ
る
器

の
こ
と
を

指
す
言
葉

だ
そ
う
で

す
。

　
　

そ
の

昔
、
旅
と
い
え
ば
寺
社
も
う
で
の

こ
と
を
一
言
い
ま
し
た
。
お
供
え
物

を
持
っ
て
お
参
り
に
行
き
、
供
え

終
わ
っ
た
物
を
食
べ
る
こ
と
で
、

神
仏
の
加
護
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

お
参
り
に
行
っ
た
人
た
ち
が
、

そ
の
場
所
に
行
け
な
か
っ
た
家
族

や
他
の
人
た
ち
も
そ
の
加
護
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
供
え
終
わ

っ
た
物
を
持
ち
帰
っ
た
の
が
お
上

産
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
と
き
に
最
も
重

要
と
な
る
も
の
が
、
行
き
先
を
確

実
に
示
し
た
し
る
し
だ
っ
た
の
で

す
。
現
在
で
も
、
ま
ん
じ
ゅ
う
や

せ
ん
べ
い
な
ど
、
お
土
産
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
地
名
や
寺

社
名
を
表
わ
す
焼
き
印
が
押
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
こ
の

よ
う
な
理
由
か
ら
で
は
な
い
か
と

作
者
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
お
盆
。
帰
省
や
旅
行

な
ど
で
出
か
け
る
こ
と
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、
ど
ん
な

お
上
産
を
買
い
ま
す
か
。

『おみやげ』

神崎宣武著青弓社刊
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ふ
る
さ
と
定
住
事
業
に
つ
い
て

Q

　

今
年
の
四
月
か
ら

子
ど
も
が
小
学
校
に

入
学
す
る
こ
と
に
な

り
、
市
外
か
ら
大
野
市
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
学
校

か
ら
「
9
め
に
住
民
票
を
移
し
て
、

書
類
を
届
け
て
ほ
し
い
」
と
I
言
わ

れ
、
三
月
中
に
住
民
票
を
大
野
市

に
異
動
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
市
内
に
新
た
に
住
む
人

に
対
し
て
補
助
を
出
す
制
度
あ
る

こ
と
を
知
り
、
市
役
所
へ
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
平
成
十
二
年
四

月
以
降
に
転
入
し
た
人
が
対
象
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
よ
う
に
入
学
手
続
き

な
ど
の
事
情
で
三
月
中
に
手
続
き

し
た
世
帯
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
男
性
）

A

　

市
で
は
、
定
住
人

目
の
増
加
を
目
的
に

今
年
の
四
月
か
ら

「
ふ
る
さ
と
定
住
事
業
」
と
し
て
、

一
定
条
件
を
満
た
す
転
入
者
に
、

住
宅
に
関
す
る
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
今
年
の
四
月
一
日

以
降
に
当
市
に
定
住
す
る
意
思
を

持
っ
て
転
入
し
た
四
十
歳
以
下
の

人
で
、
転
入
す
る
直
前
の
三
年
間

以
上
、
当
市
に
居
住
し
て
い
な
か

っ
た
人
で
す
。

　

助
成
内
容
は
、
対
象
者
が
住
宅

を
取
得
ま
た
は
賃
貸
住
宅
に
入
居

し
た
場
合
に
、
住
宅
取
得
費
の
一

部
ま
た
は
賃
貸
住
宅
費
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
意
見
の
「
今
年
三
月
の
転
入

者
に
対
し
て
も
助
成
し
て
は
ど
う

か
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
十

二
年
度
か
ら
新
た
に
始
め
た
事
業

と
し
て
今
年
四
月
一
目
以
降
の
転

入
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
巾
役
所
建
設
部
都

市
整
備
課
景
観
建
築
係
（
容
6
6
・

1
1
1
1
内
線
3
5
4
）
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
都
巾
整
備
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
。

係
」
で
す
。

S・4，1哨哺・

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
恐
竜
で
特
別
賞

櫛
田
正
」
鍼
一
さ
ん
（
ヒ
ト
歳
水
落
）

　

櫛
田
正
一
郎
さ
ん
は
、
今
年
の

六
月
に
鯖
江
市
で
開
催
さ
れ
た
、

第
一
。
ト
四
回
全
日
本
愛
瓢
会
（
ヒ

ョ
ウ
タ
ン
の
愛
好
会
）
艇
示
会
で

見
事
、
「
太
陽
ツ
ー
リ
ス
ト
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
作
品
は
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
約
五
十
個
を
使
っ
た
縦
横

約
に
い
の
恐
竜
。
現
在
、
開
催
さ

れ
て
い
る
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
に
ち
な

ん
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

　
1
今
年
は
、
エ
キ
ス
ポ
が
あ
る

と
聞
い
て
い
た
の
で
恐
竜
を
題
材

に
作
品
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
い
く
つ
も

は
り
八
口
わ
せ
て
作
る
の
が
大
変
で
、

接
着
剤
が
顔
の
L
に
落
ち
て
も
、

乾
く
ま
で
f
が
離
せ
ず
苫
労
し
ま

し
た
。
嫁
い
だ
娘
や
孫
に
ま
で
手

伝
っ
て
も
ら
い
、
思
い
出
深
い
作

岫
に
な
り
ま
し
た
ね
」

　

櫛
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
同

人
会
で
何
度
か
受
賞
し
て
お
り
、

ゼ
ま
成
四
年
に
は
金
賞
に
選
ば
わ
て

い
ま
す
。

　

櫛
田
さ
ん
が
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
細
に

を
始
め
た
の
は
五
十
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
も
と
も
と
工

作
な
ど
手
先
を
使
う
こ
と
は
好
き

で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
仕
事

筋
で
、
趣
味
は
特
に
無
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
出
来
L
が
っ
た
作

品
は
、
親
戚
や
知
人
な
ど
に
、
縁

起
物
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
　

　
1
モ
デ
ル
に
し
た
恐
竜
は
特
に

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
で
き
る
だ

け
迫
力
の
あ
る
も
の
を
と
思
い
、

F
足
に
動
き
を
持
た
せ
、
表
情
を

怖
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ

の
作
品
が
、
恐
竜
エ
キ
7
ポ
の
宣

伝
に
役
逞
て
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
ね
」

　

苫
労
し
た
作
品
を
前
に
1
こ
こ

は
も
う
少
し
・
：
」
と
反
省
点
を
あ

げ
る
櫛
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
す
て
き
な
作
品
が
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

吹
奏
楽
の
タ
ベ

日
時
8
月
2
3
日
④
午
後
7
時
～

場
所
巾
文
化
会
館

内
容
陽
明
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

　

演
奏
会
・
人
ホ
ー
ル
美
術
部

　

の
作
品
展
示
・
ホ
ワ
イ
工

主
催
陽
明
中
学
校
P
T
A
文
化

　

委
員
会
・
第
2
学
年
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先
陽
明
中
学
校

　

（
容
6
5
・
1
1
2
1
）

親
善
訪
中
団
参
加
者
募
集

市
日
中
友
好
協
会

日
時
1
0
月
1
6
日
四
～
2
1
日
出

行
き
先
中
国
寧
波
・
西
安
・

　

北
京
（
国
際
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
フ

　

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
予
定
）

費
用
2
0
万
円
程
度
（
一
部
補
助

　

あ
り
）

定
員
3
0
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

‐
中
友
好
協
会
（
豊
6
5
・
6
8

　

4
5
）



胎まりました恐竜エキスポ

　

61126日、巾内外所に訪わたノ、たちをあたたかく

迎えようと700個のプランターが設置さわました。

7JJ20日には、あっ宝んどで恐竜エキスホふくい2

000のオープニングを祝うイベントが行われまし

た。叫H7日までの期間中、肖巾でもさまざまなイ

ベントが繰り広げられます。お楽しみに。

司罷iシ厠Z717Ry面Ft茂iyj

召双β喊彊シアター

市内循環バスを試行運転

　

巾内循環バスの試行運転が6川19日から

7川19日までの1ヶ川川行われました。J

R越前大野駅を発着点として1日20便、巾

街地にある公共施設や医療機関を結びまし

た。今回の結果を参剔こ、今後の対応を考

えていきます。

10年後の六野へ向けて

　

6n30［」、平成13年度から10年間の巾の

雌むべき方向性などをまとめる、第四次大

野巾総合計画策定委員会が開かれました。

Hモ民参加を柱にー般公募した5人と、各団

体の代表20人で、ヽ自戊13年3月の策定を目

階し取り組んでいきます。

扁i？祠3簾融％ヨ5ゴ1蜃兎委員の皆さZI！

箱詰回底酒－〃●●U’r．¨’i・E・¨i●●



話循回也場
きれいになって気持ちいいね

　

7月1［1、西部児童センターに集まる小学生、

開成中学校のジュニアリーダー、高校生ボランテ

ィアサークル「流れ星」のメンバーなど約30人が

集まって、御清水の清掃奉仕を行いました。児竜

や生徒たちは、冷たい水の中をはだしになって、

藻を取ったり、洗い場をみがいたりしていました。

車いすつて大変

　

6月17日、陽明中学校の全校生徒587人が点

字やf話、巾いすなどの福祉体験学習に取り組み

ました。車いす体験では、ちょっとの段差でも大

変だということを実感。思いやりの大切さを学び

合っていました。

貝に来てください伝統の技

　

7月2日、平成大野屋洋館二階と元町会館で、伝

統工芸などの実演が始まりました。これから10月末

までの日曜・祝日に、わら細］こや木工、紙細工や手

織りなどの技が披露されます。

身近な話題をお知らせください。

あやめまつりとめだガの分肢

　

6月17日から18日にかけ、菖蒲池区で花菖蒲を楽

しむ「あやめまつり」が、7月8日には阿難祖地頭

方区でメダカが泳ぎホタルが飛び交う環境を整備す

る「めだかの分校」がそれぞれ行われました。これ

らの催しは、「活力ある地域づくり支援事業」の推

進のため、宝くじの助成を受けて行われました。



お
知
ら
せ

。8月

恐竜エキスポ

ふくい2000

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
役
所
都
市
整
備
課

募
集
団
地
西
里
団
地

規
格
3
K
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数
2
戸

資
格
一
定
の
収
入
基
準
範
囲
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃
月
額
7
3
0
0
～

　
　
　
　
　

1
万
2
1
0
0
円

申
込
期
限
8
月
2
0
日
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

役
所
都
市
整
備
課
景
観
建
築
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
1
内
線
3
5
3
）

屋
根
融
雪
装
置

設
置
に
補
助
金

市
役
所
都
市
整
備
課

　

市
で
は
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す

る
既
存
の
木
造
住
宅
に
、
県
が
認

定
し
た
屋
根
融
雪
装
置
を
設
置
す

る
人
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
1
6
件

申
込
期
限
8
月
3
1
日
永

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
都
市
整
備
課
景
観
建
築
係

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
5
3
）

一
戦
没
者
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

市
役
所
福
祉
｀

　

平
成
7
年
4
月
に
行
わ
れ
た
、

特
別
弔
慰
金
の
対
象
と
な
ら
な
か

っ
た
戦
没
者
の
遺
族
の
う
ち
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受

給
者
が
、
失
権
し
た
遺
族
に
対
し

て
、
国
が
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
た
め
に
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
州
事
変
以
後
の

戦
没
者
の
遺
族
で
す
が
、
平
成
‐

年
4
月
1
日
現
在
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
を
受
け
る
人
が
、
い

な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
戦
没
者
に
つ
い
て
、
前
回

の
特
別
弔
慰
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
今

回
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
問
い
〈
［
わ
せ
先
ま
で
。

申
込
期
日
平
成
1
4
年
3
月
3
1
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

役
所
福
祉
課
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
8
）

明
る
い
選
挙
標
語
募
集

市
選
挙
管
理
委
員
会

　

明
る
い
選
挙
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
俳
句
調
、
短
歌
調

な
ど
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
用
紙
は
、
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

応
募
締
め
切
り
日
8
月
3
1
日
印

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
市
選
挙

　

管
理
委
員
会
（
〒
9
1
2
－
8

　

6
6
6
天
神
町
I
－
1
容
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
C
O
C
O
r
－
t
）

国
民
年
金
保
険
料
は

便
利
で
確
実
な
□
座
振
替
で

市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

毎
月
の
保
険
料
を
自
分
で
納
め

に
行
っ
て
い
る
と
、
面
倒
で
つ
い

納
め
忘
れ
る
こ
と
も
。
そ
こ
で
、

便
利
で
確
実
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
下
さ
い
。

　

口
座
振
替
な
ら
指
定
の
金
融
機

関
で
、
一
度
手
続
き
を
す
る
だ
け

で
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
、
納
め
に
行
く
手
間
も
な
く
な

り
ま
す
。

　

将
来
の
年
金
権
を
守
る
た
め
に

「
口
座
振
替
」
を
利
用
し
て
納
め

忘
れ
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

交通
安全

¢
｀
・
ツ
タ

‘
・
？
t
L

夏
場
の

　
　

安
全
運
転
の
た
め
に

　

8
月
は
、
海
や
山
へ
の
ド
ラ

イ
ブ
や
お
盆
の
帰
省
な
ど
、
車

で
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
特
に
こ
の
時
期
は
、
暑

さ
や
睡
眠
不
足
、
過
労
な
ど
か

ら
く
る
居
眠
り
運
転
に
注
意
し

ま
し
よ
’
つ
。

　

休
憩
は
、
一
般
道
路
で
は
2

時
間
走
行
し
て
3
0
分
程
度
、
高

速
道
路
で
は
1
時
間
走
行
し
て

1
0
分
程
度
と
る
よ
う
に
心
が
け

友
し
よ
う
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
す
ぐ

に
休
憩
を

・
あ
く
び
が
頻
繁
に
出
る

・
目
が
疲
れ
る

・
一
点
を
ぼ
ん
や
り
見
つ
め
て
、

　

集
中
力
が
無
く
な
る

・
口
が
渇
く

・
同
乗
者
の
問
い
に
返
事
を
し

　

な
く
な
る

　

運
転
以
外
に
も
、
窓
か
ら
の

ご
み
の
投
げ
捨
て
な
ど
は
、
絶

対
に
い
け
ま
せ
ん
。

　

渋
滞
し
て
も
、
イ
ラ
イ
ラ
せ

ず
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安

全
運
転
に
努
め
ま
し
よ
う
。

8月1日－7日は

「水の週厄
二器丿言昌ツ～

し士ykJ



●INFORMATION

屋外焼却や簡易焼却炉で

ごみ処理していませんか

　

屋外焼却や簡易焼却炉でごみを処理していませ

んか。このような処理方法では、ダイオキシン類

などの有害物質が発生しやすくなります。また、

煙やにおいなどでトラブルの原因にもなります。

　

可燃物は、市のクリーンセンターなどで、完令

燃焼させるなど、適l［モな処理を行えば有害物質の

発生を少なくすること

ができます。

　

屋外焼却や簡易焼却

炉の使用は避け、ごみ

はしっかり分別して出

すようにしましょう。

生
け
花
教
室

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

生
活
空
間
に
う
る
お
い
を
与
え

て
く
れ
る
生
け
花
、
気
軽
に
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
月
第
2
・
4
火
曜
目

　

午
後
7
時
3
0
分
～
令
1
0
回

　

（
初
回
9
月
1
2
日
内
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

材
料
費
一
回
8
4
0
円
（
花
代
）

　

※
初
月
は
、
9
．
1
0
月
分
の
花

　

代
3
3
6
0
円
か
必
要

講
師
竹
内
ち
よ
こ
さ
ん

定
員
1
0
人

準
備
物
花
ば
さ
み
タ
オ
ル
・

　

筆
記
川
只

申
込
締
切
日
9
月
8
日
冊

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）

募
集
し
ま
す
県
職
員

県
人
事
委
員
会

　

平
成
1
2
年
度
の
県
職
員
採
用
初

級
試
験
、
福
井
県
巾
町
村
立
小
・

中
学
校
事
務
職
員
採
用
試
験
、
警
‥

察
官
B
（
高
校
卒
程
度
）
採
用
試

験
、
県
婦
人
警
察
官
採
用
試
験
、

県
少
年
警
察
補
導
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
8
月
1
8
日
案
～
9
月

　

I
目
屠

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
県

　

人
事
委
員
会
事
務
局
（
a
0
7

　

7
6
．
2
0
・
0
5
9
3
）

刑
務
官
を
募
集
し
ま
す

福
井
刑
務
所
庶
務
課
人
事
課

　

平
成
1
2
年
度
刑
務
官
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時
9
月
1
7
口
計

試
験
内
容
教
養
試
験
・
作
文
試

　

験
受
験
資
格
昭
和
4
6
年
4
月
2
日

　

～
昭
和
5
8
年
4
月
1
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
福

　

井
刑
務
所
庶
務
課
人
事
係
（
豊

　

0
7
7
6
・
3
6
・
3
2
2
0
）

・
お
手
伝
い
し
ま
す

　
　

あ
な
た
の
子
育
て

市
役
所
福
祉
課

　

病
気
や
仕
事
な
ど
で
、
家
庭
で

の
子
育
て
が
。
時
的
に
困
難
に
な

っ
た
場
八
口
、
一
週
間
程
度
を
目
安

に
子
ど
も
を
児
童
養
護
施
設
「
偕

生
慈
童
苑
」
で
預
か
り
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
　

保
護
者
の
病
気
や
看
護
な
ど

　

で
、
。
時
的
に
家
庭
で
の
養
育

　

が
で
き
な
い
人
を
対
象
に
、
7

　

ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業

　
　

午
後
H
時
ぐ
ら
い
ま
で
仕
4
4

　

で
、
子
ど
も
（
特
に
乳
幼
児
）

　

の
世
話
が
で
き
な
い
人
な
ど
を

　

対
象
に
、
施
設
に
通
所
し
て
も

　

ら
い
、
迎
え
が
来
る
ま
で
預
か

り
ま
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6

　

●
1
1
1
1
内
線
4
R
）
り
乙
）

移
転
の
お
知
ら
せ

奥
越
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
、
市

役
所
内
か
ら
、
市
青
少
年
教
育
セ

ン
タ
ー
内
へ
移
転
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
青
少
年
問
題
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
室
相
談
市
青
少
年
教
育
セ
ン

　

タ
ー
中
野
5
7
－
6
－
I
豊

　

6
6
・
6
6
5
0

電
話
相
談
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

　

容
6
6
・
I
O
o
a
u

行
方
不
明
者
を
探
す

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

県
警
察
本
部
鑑
識
課

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん

か
。

　

警
察
で
は
8
月
中
「
行
方
不
明

者
を
探
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。

　

相
談
所
で
は
、
全
国
の
資
料
を

用
意
し
て
、
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

期
間
8
月
1
日
、
㈹
～
3
1
日
印

開
設
場
所
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　
　

（
a
0
7
7
6
・
2
2
・
2
8
8

　

0
）
ま
た
は
県
内
警
察
署
刑
事

生
活
安
全
課
（
大
野
警
察
署
容

6
5
・
0
1
1
0
内
線
3
4
4
）

立
ち
寄
ら
な
い
で

　
　

河
川
の
危
険
水
域

中
島
真
名
川
発
電
制
御
所

　

真
名
川
の
佐
開
橋
上
流
は
、
県

営
真
名
川
発
電
所
と
北
陸
電
力
五

条
方
発
電
所
か
ら
放
水
が
あ
り
、

危
険
水
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
険
水
域
に
は
、

立
入
禁
止
の
看
板
や
警
報
サ
イ
レ

ン
が
常
設
し
て
あ
り
ま
す
。

　

夏
期
間
は
、
河
川
に
立
ち
入
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
周
辺

で
は
十
分
注
意
し
、
危
険
水
域
に

は
立
ち
入
ら
な
い
で
ド
さ
い
。

応
援
し
ま
す
働
く
あ
な
た

（
財
）
’
J
世
紀
職
業
財
団

　

も
っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
人

を
対
象
に
、
育
児
や
介
護
、
家
事

の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
電

話
で
提
供
す
る
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー

テ
レ
ホ
ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

情
報
提
供
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
月
～
金
曜
日
午
前

　

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

　
　

（
祝
日
を
除
く
）

電
話
番
号
0
7
7
6
・
2
0
・
2

　

0
2
0
（
フ
レ
ー
フ
レ
ー
）
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戦
友
会
で
も
ら
っ
た
つ
ぽ

　
　
　

前
田
壮
さ
ん
（
吉
野
町
）

　

前
田
壮
さ
ん
（
七
十
八
歳
）
の
宝
は
、
戦

友
会
か
ら
も
ら
っ
た
つ
ぼ
で
す
。
福
井
県
を

会
場
と
し
て
戦
友
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
、

事
務
局
を
務
め
た
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
、
感
謝

状
と
一
緒
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
会
長
が

前
田
さ
ん
の
た
め
に
と
、
自
ら
作
っ
て
く
れ

た
も
の
で
、
高
さ
約
三
十
号
、
直
径
約
十
二

号
の
磁
器
、
正
面
に
は
三
輪
の
花
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

前
田
さ
ん
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
中

国
の
曖
璋
と
い
う
村
に
駐
屯
し
て
い
ま
し
た
。

帰
国
後
、
駐
屯
し
て
い
た
と
き
の
仲
間
が
集

ま
り
、
昭
和
五
十
年
頃
か
ら
慰
霊
祭
を
兼
ね

て
戦
友
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
五
上
七
年
、
福
井
県
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
、
前
田
さ
ん
が
事
務
局
長

と
し
て
案
内
状
の
発
送
や
宿
泊
の
手
配
な
ど

に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
四
百
六
十
人
も
福
井
に
来
る
と
い
う
の

で
、
芦
原
温
泉
を
会
場
に
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
一
度
に
宿
泊
で
き
る
施
設

が
な
く
、
私
た
ち
事
務
局
は
研
修
会
館
の
土

間
で
寝
起
き
し
ま
し
た
。
で
も
、
全
く
苦
労

だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
参
加
し
た

皆
さ
ん
が
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
、
楽
し

い
思
い
出
ば
か
り
で
す
よ
」

　

今
の
楽
し
み
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
た

ち
に
、
木
工
細
工
で
作
っ
た
作
品
を
贈
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　

「
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
に
は
心
よ
り

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
の
よ
う

な
悲
し
い
出
来
事
は
、
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
は
、

そ
ん
な
目
に
は
あ
っ
て
欲
し
く
な
い
で
す
ね
」

　

つ
ぼ
を
眺
め
な
が
ら
平
和
の
尊
さ
を
か
み

し
め
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11．730世帯 ー10世帯

人口 40，594人 －35人

内訳
男 19．470人 一1人

女 21，124人 －34人

6月中の異動
転入 62人 出生 25人

転出 91人 死亡 31人

市内の交通事故状況（9ヵヽ69）

件数内訳
平成12年

6月末

平成11年

6月末
比較

総件数 334件 296件 ＋38件

人
身

事
故

件数 78件 83件 一5件

死者 0人 2人 －2人

傷者 97人 98人 －1人

物損事故 256件 213件 ＋43件

表
紙
の
こ
と
ば

　

あ
つ
宝
ん
ど
の
屋
内
プ
ー

ル
。
暑
い
夏
に
負
け
な
い
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に

人
気
は
波
プ
ー
ル
。
波
の
出
る

時
間
に
な
る
と
、
待
つ
て
い
ま

し
た
と
ば
か
り
に
子
ど
も
が
集

ま
つ
て
来
ま
す
。
屋
外
の
流
れ

る
プ
ー
ル
も
始
ま
り
、
ま
た
一

つ
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

取
材
で
市
街
地
を
歩
き
、
普
段

は
気
づ
か
な
か
っ
た
風
景
と
出
会

う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
自
動
車
で

通
り
過
ぎ
て
い
た
の
が
、
も
っ
た

い
な
い
気
が
し
ま
し
た
。
し
か
し

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
が
た
た
り
筋

肉
痛
に
。
体
を
動
か
す
こ
と
の
重

要
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
な
ん
て
ひ
弱

な
…
…
（
養
）

厘X，見1！S・

　

恐
竜
エ
キ
ス
ポ
ふ
く

い
2
0
0
0
が
開
幕
。

奥
越
地
方
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
と
つ
て

今
夏
は
夢
の
あ
る
楽
し
い
夏
休
み
に
な
る
だ
ろ

う
▼
い
つ
の
時
代
で
も
恐
竜
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
魅
了
し
て
き
た
。
そ
の
多
く
が
偉
大
な

力
を
持
つ
英
雄
的
存
在
で
、
想
像
上
の
恐
怖
の

動
物
「
竜
」
の
伝
説
に
起
因
す
る
か
ら
か
。
子

ど
も
た
ち
の
恐
竜
に
対
す
る
興
味
は
、
博
物
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
動
く
精
巧
な
も
の
や
、
テ

レ
ビ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
漫
画
、
お
も
ち
や

な
ど
で
高
め
ら
れ
た
？
市
図
書
館
で
恐
竜
に
関

す
る
本
を
検
索
し
た
ら
、
子
ど
も
用
で
五
十
六

冊
、
大
人
用
で
八
十
九
冊
あ
っ
た
。
著
書
を
見

る
と
い
ず
れ
も
読
み
た
く
な
り
、
興
味
が
わ
い

て
く
る
▼
恐
竜
は
二
億
五
千
万
年
以
上
前
に
出

現
し
、
六
千
五
百
万
年
前
に
姿
を
消
し
た
。
そ

の
化
石
か
ら
地
球
を
の
っ
そ
り
歩
く
巨
大
な
恐

竜
伝
説
が
い
く
つ
も
生
ま
れ
た
。
恐
竜
（
デ
ィ

ノ
サ
ウ
ル
ス
）
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
恐
ろ
し
い
と

い
う
ダ
イ
ノ
ス
と
ト
カ
ゲ
の
意
サ
ウ
ル
ス
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
エ
キ
ス
ポ
を
機
に
子

ど
も
と
一
緒
に
恐
竜
学
習
を
し
て
み
た
い
▼
学

者
は
恐
竜
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

を
取
り
巻
く
環
境
や
今
日
の
世
界
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
人
間
の
生
存

が
か
か
っ
て
い
る
自
然
環
境
問
題
、
人
間
に
及

ぼ
す
影
響
を
知
る
た
め
に
も
恐
竜
の
研
究
は
重

要
で
あ
る
？
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
終
わ
ら
ず
に
、

恐
竜
か
ら
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ま
一

度
考
え
て
み
た
い
も
の
だ
。
当
市
も
百
選
城
下

町
大
野
l
n
恐
竜
街
道
で
イ
ベ
ン
ト
満
載
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
・
・
‐
）
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